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種からの花づくり 参加者募集中！ 
 種からの花づくりにチャレンジし、育てた花苗
を活用する「協働花づくり」の秋の部の参加者を
募集します！ 
 今回の秋の部では、育てた花苗を小中学校へプ
レゼントし、地域の景観の向上や交流づくりを目
指します。 
 全3回実施する講習会では、種のまき方から日常
の管理の仕方まで丁寧に解説するので、初心者の
方でも安心です。参加者同士で情報交換をしなが
ら、一緒に楽しみながら育てましょう！ 
 なお、春の部の報告は、中面をご覧ください！ 

申込み方法 
 
 同封の申込用紙またはハガキに氏名・住所・
電話番号をご記入の上、郵送・FAX・メールのい
ずれかで、９月１日（金）まで（消印有効）に
まち並み景観整備課（下記住所）までお送りく
ださい。 

 
詳しくは、同封のチラシをご覧ください！ 

応募締切：平成29年9月1日（金） 

国府台小学校 
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 育てた花苗はご家庭やご近所に配布をして楽しん
でいただくほか、動植物園、行徳支所、市川メディ
アパークなどの公共施設への提供も行います。 
 今回はガーデニングボランティアの皆様に管理の
ご協力をいただいている「桜見公園」と「大和田ポ
ケットパーク」の花壇にも花苗を提供し、希望者に
は花植えも手伝っていただきました。 
 これは協働花づくりとして初の試みであり、種か
ら育てた花が市民による花植え・管理へと繋がりま
した。写真の通り、たくさんのマリーゴルドがオレ
ンジや黄色に花を咲かせています。   
 お近くに立ち寄る機会があれば、元気な姿を見て
いってくださいね！ 
 

 今年の春も「協働花づくり」で多くの方が、種
からの花づくりに挑戦しました。マリーゴールド
とジニアの栽培に、たくさんの方に挑戦していた
だいた結果、２１３０苗が集まりました。天気や
気温に左右されながらも、芽吹き、苗へと成長し
ていく花は、どれも愛着があります。 
 

 7月13日に桜見公園のボランティア活動の取材をしま
した！ 夏の暑い中お集まりいただき、協働花づくりで
育てたマリーゴールドのお手入れをしました。 
 ボランティアの皆様には植栽時も参加をいただいた方
もおり、「とってもきれいに立派に育ったから嬉しい」
との声がありました。「花柄を摘むのと摘まないのとで
は、花の元気さが違ってくるので、今後も見守っていき
たいね」と、お手入れをしながら会話に花が咲きます。 
 市民の皆さまが花苗から作り上げ、お手入れをする花
壇は、いつも以上に素敵に感じますね。 
 

ＩＮ 桜見公園 

▲講習会で成長度合いを話し合います 

▲動植物園内の植栽の様子 

▼桜見公園内の植栽の様子 

▲大和田ポケットパーク、行徳支所前の様子 

▲ボランティアの皆さん 



 7月22日（土）～8月2日（水）に開催したガーデ
ニングコンテスト2017、皆さんはお越しいただけ
たでしょうか。 
 今回展示した作品パネル作りを、7月15日（土）
のコンテスト参加者説明会で行いました。 
 部門ごと、参加者同士の自己紹介を行った後、皆
さん、思い思いのお庭の写真を、試行錯誤しながら
パネルにレイアウトしていきました。 
 出来上がったパネル作品は、どれも参加者の日々
の拘りが見えるものばかり！ 
 コンテストの投票結果は、次号のガーデニング通
信でお伝えします。 
 

 上記のコンテスト説明会後、同日にミニバラの楽
しみ方講習会も実施しました。 
 これは、7月より市川市でスタートした「新婚夫
婦へのミニバラプレゼント」に合わせて、皆さんに
ミニバラの魅力を知っていただきたく実施したもの
です。 
 講師は京成バラ園芸の大河原さん。ミニバラの特
徴や管理の仕方など、わかりやすく解説していただ
きました。 
 お集りいただいた50名の参加者の皆さんも、笑い
声が絶えず、あっという間の楽しい講習会となりま
した。皆さん、今回の講習内容を実践しながら、ミ
ニバラの栽培をしてみるとのことでした。 
 市民の花であるバラを気軽に楽しめるミニバラ。
まだ栽培したことのない方も、ぜひチャレンジして
みてはいかがでしょうか。 
 
 
 

ミニバラの楽しみ方講習会を 
実施しました 

▲「小まめな水やりが大事」と語る大川原さん。
苗を大きくしたい場合は、大きな鉢に植え替え
るのも大事とのことでした。 

▲どのようなパネルにするか、迷いながら
も楽しいパネル作成となりました。他の参
加者にレイアウトの意見を聞いていた方も。 



<現在のサポーター数> 
個人 ７６５人 
事業者 ５３件 

 
平成29年7月26日現在 

ガーデニングコンテスト ＜新たな取り組み＞ 
★初めてコンテストのお手伝いしていただきます★ 

『まち並み景観づくり早見表』 
できました！ 

～好きなことからやってみよう、つなげてみよう。～（詳細は当課まで） 

主人公： 市川景子さん 

気軽に誰もがまち
並み景観づくりを
始められる“きっ
かけ本”を 
作りました。 

家の周りの 
小さなことから 

まち並み景観づくりを 
やってみようと 
思っています！ 

 ガーデニングコンテストについては、これまで
派遣会社に運営の委託をしておりましたが、今年
は、サポーターの方にご協力いただきながら、コ
ンテストの運営をしていくことといたしました。 
 これまで、市川市がサポーターのみなさまのご
協力を頂きながら、ガーデニング・シティいちか
わを積極的に推進してきました。 
 今後、継続的にガーデニング・シティいちかわ
に取り組むためには、これまで以上に市民の皆さ
まのお力が必要となってきます。 
 ガーデニング・シティいちかわの取り組みは、
市民の皆さまが主役であり、そのお手伝いを市が 
させていただきたいと思っております。 今回、コンテストのお手伝いをして頂く方々です。 

（例）ご近所さんと同じ花や木を植えてみる （例）花や木で飾る・見せる 
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